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阿波国分寺跡の周辺は原始 。古代の中心地であったことは周知の事実であり,

多数の竪穴住居跡,土娠状遺構,溝状遺構などが検出された弥生時代を中心とし

た集落跡である矢野遺跡,気延山東山麓に展開する4世紀末から7世紀前半に至

る80基以上の古墳により構成されている気延山古墳群,歴史時代の阿波国庁跡な

どが所在している。

阿波国分寺跡の第 3次調査が実施され,昭和53年度より3ケ 年計画による阿波

国分寺跡の寺域及び中′い伽藍の調査の最終年度として,奈良時代以降の政治 :経

済の中心でもあった官寺の性格究明に貴重な資料を提供してくれました。

中央集権国家の象徴としての国分僧寺の全容の一部が解明されつつあります。

これらの貴重な文化遺産を後世に残すという責任が私達ひとりひとりに課せられ

た課題かと思われます。

最後となりましたが,調査にあたって,ご指導 。ご助言をいただいた奈良国立

文化財研究所の山崎信二先生をはじめとする研究者の方々とともに ,地元の方々

のご協力,特に地権者の方々の真摯なご助力に対して深く感謝いたします。

昭和 56年 3月 31日

徳島市教 育委員会

教育長 七 條

―
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。    1.本 書は,昭和 55年 12月 8日 から昭和56年 3月 23日 まで発掘調査を実施した

。    「 阿波国分寺跡 」の第 3次調査の概要報告である。

2.調査は,国 。県の補助を受けて,徳島市教育委員会が主体となり,「 阿波国

分寺跡発掘調査団 」を編成して実施し,事務処理については徳島市教育委員会

社会教育課が担当した。

3.検出遺構の実測図については ,各調査員 。調査補助員が分担した。遺構 。遺

物の写真,遺物実測及び製図については一山 典が担当し,一部調査員の河野

幸夫 ・横田里司 。滝山雄一の協力を得た。

また,遺物整理については調査員・調査補助員の協力を得て実施した。

4.挿図の第 1図については建設省国土地理院発行の 2万 5千分の 1の地形図

(徳島・石井図幅 )を転載したものである。

5。 本書の執筆は,奈良国立文化財研究所の山崎信二氏のご指導により,第 1章

.     を河野幸夫 。一山,第 2～ 4章及び編集を一山が担当し,調査員の河野・横田・

1‐    滝山の協力を得た。
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第 1章  位置 と歴 史 的環境

吉野川の支流である鮎喰川によって形成された平野の末端付近に位置する徳島市国府町 (左岸 ),

名東町 (右岸 )一帯は,弥生時代～古墳時代の遺跡から中世の城跡に至るまでの多数の遺跡が存在 し

阿波の原始 。古代の中心地であった。

代表的なものを列挙すれば,矢野遺跡 (国府変電所遺跡 ),源 田遺跡 ,奥谷 1。 2号墳,宮谷古墳 ,矢

野古墳,阿波国分寺跡 ,阿波国分尼寺跡,阿波国庁跡等をはじめとして,集落跡,古墳群 ,寺院跡など

重要な遺跡が存在 し,一部に条里制の残存が認められる。これらの遺跡の一つ として,阿波国分寺跡

が,気延山と辰ヶ山との間の谷が東方に広がっていく入日付近の海抜 12π前後に位置 している。

阿波国分寺跡の歴史的背景を考える上からも,国府町 。名東町の平野及び周辺丘陵に存在する奈良

時代以前からの遺跡の概要について概略的にみておきたい。

1 古 墳 時 代 以 前

現在まで,該地域においての縄文時代の明瞭な遺跡は発見されておらず,鮎喰川の右岸の南佐古浄

水場遺跡より縄文後期の土器片が検出されている程度で,今後の研究の余地が残 っている。

弥生時代に入ると,こ の沖積平野にも遺跡が展開 し,国府町の矢野遣跡 (中 。後期中心 ),名東町

の名東遺跡 (前期～後期 )の二大集落跡が展開する。

矢野遺跡は国府変電所を中心に,気延山東側すそ野一帯に広がり,昭和51年 6月 より数次にわたる

発掘調査により,竪穴住居跡 ,土墳状遺構 ,溝状遺構,柱穴群等が検出されている。いずれも,四国

電力国府変電所の工事に伴う緊急調査であった。第 3次調査においては,竪穴住居跡 10,土墳状遺構

16,溝 状遺構 2,柱穴群等が検出され,主 として弥生時代後期の土器,若千の須恵器・土師器 (溝状

遺構 ),石鏃,打製 。磨製石斧,鉄製品,有孔円板型 _tB品などが出土 しノた0(1)第 5次調査では竪穴

住居跡 6,土墳状遺構 3,溝状遺構 1,壷棺 (?)などが検出され,弥生時代中～後期の弥生式土器

片,古墳前期の土師器とともに,若 千の須恵器片及び打製・磨製石斧,打製石庖丁,鉄製品などが出

土 している。(2)第 7次調査では竪穴住居跡 2,土壌状遺構 2,壷棺 2な どが検出され,弥生時代中期

～後期の土器片,若干の須恵器 。土師器 。瓦片などが出土 している。

名東遺跡は,眉 山北西麓のすそ野一帯の沖積平野上に東西 700π ,南北 900%の広範囲に展開 し,

従来の分布調査・試掘調査などにより,弥生時代前期から後期の上器片などが出土 している。(3)昭和

52・ 53年度において,市営住宅の建替工事に伴う緊急調査が遺跡の北端部で実施された。第 1次調査

では竪穴住居跡 4,土墳状遺構 5,溝状遺構 16な どが検出され,弥生時代中・後期の土器片を中心に

若干の須恵器・土師米片,土錘などが出土 している。第 2次調査では竪穴住居跡 1,溝状遺構 1,中

世土墳などが検出され,弥生時代後期の土器片が大部分であった。従来の研究成果より考えてみると

本遺跡は古い時期には眉山のすそ野に近い場所で集落を形成 し,中期以降に魚占喰川沿いにも進出して

いったようである。(4)

-1-
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なお,両遺跡の形成過程については,名東遺跡の場合は,南佐古浄水場遺跡 (縄文時代後期以降 )

から庄遺跡,そ して名東遺跡という変遷過程がたどられるが,矢野遺跡の場合は,こ のような変遷過

程がたどれないことが指摘されている。(5)い ずれにしても,これらの大集落を経済基盤として,次代

の古墳築造のためのエネルギーが蓄積されていったのである。

弥生時代中期以降の重要な遺跡として,農耕祭祀との関連が強いといわれる銅鐸出土地があげられ

徳島市内でも,国府町の源田遺跡 (3個 ),入田町の安都真遺跡 (4個 ),上八万町の美田遺跡 (7

個 ),八多町の蔭地遺跡 (1個 )と ともに,川 内町榎瀬と八万町福万谷で各 1個 の出土が伝えられて

もヽる。

源田遺跡は阿波国分寺跡の南方約 1,700%に位置 し,四国霊場第16番札所常楽寺南西のため池の西

岸の丘陵斜面に立地し,昭和23年 3月 ,袈裟祥文銅鐸 3個及び細形銅剣 1回が発見された。 1個 (3

号銅鐸 )は表面採集で正確な地点は不明であるが, 1。 2号銅鐸は,山の斜面とほぼ直角に鍋を下に

した状態で埋まっており,約 lπ 隔てて左側に 1号銅鐸,右側に 2号銅鐸があり,そ の中央に銅剣が

位置 していたようである。 1号銅鐸は良質の六区画袈裟祥文銅鐸で高さ52印を測り,身の上部のとこ

ろが欠損して二つに切断されており, 2号銅鐸はほぼ完全な六区画袈裟禅文銅鐸であり,高 さ41.5m

を測る。

2古 墳 時 代

鮎喰川下流域における古墳時代の平野部の遺跡は,前述の矢野遺跡,名東遺跡より該時代の遺物が

出土している程度であり,こ の時代の集落跡については ,今後の調査の進展に伴っての研究課題であ

ろう。一方,古墳については平野部に続く丘陵一帯に多数築造されているが,沖積平野上に築造され

た古墳は皆無となっている。鮎喰川下流域に存在するこれらの古墳で,発掘調査等がなされ,その内

容,時期等が判明しているものは少なく,名東町の節句山 1・ 2号墳 (発掘調査 ),八人塚古墳 (墳

丘実測 ),穴不動古墳 (墳丘・横穴式石室実測 ),国府町の奥谷 1号墳 (墳丘実測 ),矢野古墳 (墳 丘・

横穴式石室実測 )な どがあげられる程度で,大部分の古墳は墳丘の形状,表面採集遺物や伝承出土遺

物等に依拠 しているが, これらの古墳の概要を古墳時代前半期と後半期に分けて眺めてみたい。

前半期古墳

該地方で最古の古墳と考えられるのは,節句山 1。 2号墳であり, 1号墳は石蓋盤棺で鉄製品 (飽

?)のみの出土の点などからして,弥生時代の墳墓の可能性が指摘されている。 2号墳は箱式石棺に

竪穴式石室をしつらえた埋葬施設を有 し,棺及び石室内部から舶載の四獣鏡や勾玉,鉄剣,鉄刀子 ,

鉄斧 ,鉄鎌などが検出されており, 3世紀末ないしは4世紀前半に位置づけられるとされている。(7)

いずれにしても,節句山 1・ 2号墳が古墳発生を考える上での重要な鍵を握っているように思われる。

次に古く位置づけられるのは,八人塚古墳であり,徳島県下では数少ない積石塚の前方後円墳 (全

長約60π )(8)で '三好郡
三加茂町丹田古墳 (積石塚で前方後方墳といわれる。全長約37π )(9)と 類似

点が多いことから, 4世紀前半に位置づけられている。なお,八人塚古墳の内部主体は竪穴式石室と

考えられている。

-3-



奥谷 1号墳 (全長 50%)は 4世紀後半から 5世紀にかけて増加する前方後方墳の形態を示 し,埋葬施

設は不明であるが,墳丘の形態や立地の点などから,八人塚古墳に後続するものと考えられている。

また,宮谷古墳 (前方後円墳,全長約40π )も同様な指摘がなされている。。0)

徳島市内の他地域における前半期の古墳としては,勢見町の勢見山古墳 (前方後円墳 ? 竪穴式石

室 )(11),上八万町の巽山古墳 (円墳 ,竪穴式石室 )(12)が 4世紀後半から5世紀にかけての年代が比定

されている。 5世紀に入ると,県下最大の前方後円墳 (全長約90π )で ある渋野町の渋野丸山古墳が

出現 して くる (5世紀中葉 )(13)° 該期になると,渋野丸山古墳のごとく畿内色の強い古墳 とともに,

八万町の恵解山古墳群などには,組合式箱形石棺に代表される地域性の強い古墳が形成されたようで

ある。
(14)

後半期古墳

鮎喰川流域における丘陵には多数の後半期古墳が存在するが,発掘調査などがなされ,そ の内容・

様相・性格等が判明 しているのは 1・ 2例である。従 って現状における後半期古墳は,横穴式石室を

内部主体 とすることが確認できる古墳である。国府町
。名東町を通 じて,現状では横穴式石室を有す

る前方後円墳は確認されていない。また ,小□積横穴式石室 ,短 i小で付随的な羨道部を有する横穴式

石室等の古い様相を示す古墳も確認されていない。

鮎喰川下流域の周辺丘陵で確認されている後半期古墳は,気延山東山麓 と眉山北西麓の古墳で ,そ

れぞれを気延山古墳群 ,名東古墳群 と呼称 している。

気延山古墳群は,ひびき岩古墳群,日 枝神社古墳群,内谷古墳群 ,矢野城跡古墳群,八倉比売神社

古墳群等に大別される。現在までに確認されているこれらの古墳数は約 70基 であるが,過去に破壊消

滅 したものや未確認地域をいれると,80～ 90基 はあったものと推定される。代表的なものとしては,

県指定史跡である矢野古墳 (内部主体は横穴式石室 )があげられる。本古墳は径 15π 程度の円墳で南

東に開口している。玄室長 3.8π ,玄室幅 2.4πス玄室高 2.5π ,羨道長 4.2π を測り,奥壁に巨大な一

枚石を使用 しており,両袖式の横穴式石室である。(1っ

名東古墳群も前述の節句山 1・ 2号墳,八 人塚古墳以外は大部分が横穴式石室を内部主体とする後

期古墳である。代表的なものとしては,名東町 1丁 目の地蔵院境内に所在する穴不動古墳があげられ

る。本古墳は径 16π の円墳で南東に開□する両袖式の横穴式石室を内部主体 とし,玄室長 4.3m,玄室

幅 2.2π ,玄室高 2.Oπ ,羨道長 5.0%,羨道幅 2.Oπ ,羨道高 1.8π で 矢野古墳と同様に奥壁を一枚石

で構築 している。
(1。

矢野古墳・穴不動古墳ともに 6世紀末から 7世紀前半の年代が比定されており,終末期古墳の代表

的なものとして重要である。

3歴 史 時 代

奈良時代は文化的,社会的,経済的な面ばかりでなく,歴史的にも古代日本の画期的な大変動期で

あったといわれる。該時代においては中央集権の律令制国家の強力な集約化の中で,消費生活の雄大

さが進展 し,平城京をはじめとする諸京の造営,官立諸寺院を中′己、に諸大寺の造営に顕著に認められ
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た。このような情勢下で,内政不安による鎮護国家体市1の一環として,国家権力と経済力の象徴とも

いうべき国分僧寺 。国分尼寺の建立をみるのである。

歴史時代に入ると,徳島県下においては,鮎喰川下流域の左岸一帯を中心に,阿波国分寺跡,阿波

国分尼寺跡 ,阿波国庁跡などが展開する。

阿波国分寺跡は徳島市国府町矢野に所在 し,国道 H号線の名西郡石井町鳥坂より県道神山線に沿っ

て南へ 1,500%の地点に位置する四国霊場第 15番札所国分寺を中心に展開する。前述のごとく,鮎喰

川下流域の沖積平野上に形成され,南方は辰ケ山山塊より派生する丘陵がせまっている。現国分寺境

内に「環溝式」といわれる塔′ら、礎が存在するのと,境 内の庭園内に若千の礎石が認められる程度で ,

礎石等は江戸時代以降に徹底的に破壊されたものか,表面観察上からは顕著な遺構の存在は認められ

ない。東門,西門,北門,坊屋敷,塔 ノ本などという寺院と関連深い地名が残っており,注意をひく。

なお,昭和28年 7月 に現国分寺を中心に県指定史跡 となっている。

従来,阿波国分寺跡については多くの研究がなされているが,伽藍配置,寺域の推定 ,出土瓦の紹

介にとどまり,本格的な調査の端緒がつけられたのは,昭和 51年 5月 の市道拡幅工事に伴 う緊急調査

によってであり,こ の調査においては非常に狭い範囲ではあるが,「南大門跡」 らしき遺構の検出が

報告されている。(17)こ
の調査を契機 として昭和53年度より 3ケ年計画で発掘調査が実施された。

(18)

阿波国分尼寺跡は阿波国分寺跡の北北西約 1,500%に 位置 し,名 西郡石井町石井字尼寺,法華寺薮

と称する水田中の墓地を中心に展開 している。昭和45。 46年の 2度の発掘調査により,金堂・北門 。

築地 。溝などの遺構を検出した。寺域は 158π (天平尺 1町半 )四方で,伽藍中軸線は真北から西へ

約H度ふれ,条里地害1と ほぼ一致 していることが確認されている。昭和48年 4月 に国指定史跡となっ

ている。
(19)

阿波国庁跡は阿波国分寺跡の北北東約 1,200π で徳島市国府町府中の大御和神社を中心に展開 した

ものと推定されているが,従来の研究はあまり進展 していない。庁域 ,方八町などが考えられている

が今後の研究課題であろう。
(20)

以上のほかにも,観音寺跡 (国府町観音寺 ),西蓮寺跡 (国府町西矢野 ),常楽寺跡 (国府町延命 )

などの寺院跡 とともに,入田瓦窯跡 (入田町内ノ御田 ),瓦 谷瓦窯跡 (国府町矢野 ),常楽寺瓦窯跡

(国府町延命 )な どの瓦窯跡の存在も考えられている。
(21)

国分僧寺の伽藍配置 ,出土遺物などにより,地理的環境 としての立地条件とともに,国司庁,国分

尼寺などとの相関関係 によって,該期の地形 。交通 。地方都市の状態が把握され,歴史的環境の復元

をも可能にした。又,文化と技術の伝播状態を把握する上においても,律令制下では,国司庁,総社

とともに国分二寺の存在は重要な意味を有 していたようである。

(河野 幸夫 。一山  典 )
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第 2章 調 査 の 経 過

阿波国分寺跡付近一帯は,徳島市国府町矢野字南内所在の四国霊場第15番札所の現国分寺を中心に

展開 し,東側は水田・畑及び住宅地,西側は水田・荒地,南側は水田・畑 。住宅地 ,北側は水田 。畑 。

住宅地などに細分されている。

従来 より多くの研究成果が発表され,阿波国分寺跡の重要性が指摘されてきましたが,昭和51年 5

月の市道拡幅工事に伴う緊急調査を契機 として,本遺跡の重要性が再認識 されてきました。

このため,徳島市教育委員会は地権者,地元の協力のもとに,国 。県の補助金と指導 ,援助を得て

昭和53年度 より 3ケ年計画で寺域確認調査及び中′己ヽ伽藍の調査を実施することになった。

第 1次調査 (昭和 53年度 )で は,寺域西限に関連する地点に「西地区」,塔跡に関連すると思われ

る地点に「塔地区」,寺域南限に関連すると思われる地点に「南地区」を設定 し,西地区からは溝状

遺構 ,建物跡, ピット状遺構など,塔地区からは礎石の可能性も有する大石 ,南地区からは溝状遺構,

築地状遺構などが検出された。

第 2次調査 (昭和54年度 )では,寺域北限に関連すると思われる地点に「 A地区」,中心伽藍に関

連すると思われる地点に「 B地区」,寺域南限に関連すると思われる地点に「 C地区」を設定 し,A

地区からは溝状遺構,建物跡 ,ピ ット状遺構など,B地区からは建物跡,瓦溜りなど,C地区からは

徳島県下では 2例 目の平窯形式の瓦窯跡 (も う一つは板野郡土成町秋月の蛭子瓦窯跡―徳島県教育委

員会調査,室 町時代 )な どが検出された。

本年度 (昭和 55年度 )の調査では中心伽藍に関連すると思われる地点を「 D地区」 。「 E地区」 。

「 F地区」,寺域東限に関連すると思われる地点を「 G地区」,寺域西限に関連すると思われる地点

を「 H地区」。「 I地区」と呼称 し, 3π ×32のグリッドを基本として, トレンチ法をも併用 して

実施 した。発掘調査は昭和55年 12月 8日 ～昭和56年 3月 23日 の期間において,「阿波国分寺跡発掘調

査団」を編成 して実施 した。

阿波国分寺跡発掘調査団編成メンバ…

顧   問  沖 野

田 中

秋 山

岩 崎

伊 丹

石 川

川 人

(徳島県文化財保護審議会会長 )

(徳島市文化財保護審議会委員長 )

(徳島県文化財保護審議会委員 )

(徳島市文化財保護審議会委員 )

(徳島市文化財保護審議会委員 )

(石井町文化財保護審議会会長 )

(徳島県教育委員会文化課長 )

(徳島市教育委員会教育長 )
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調査補助員
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幹

局

指導 。助言

地元協力者

恵

和 夫

博

富美子
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利 夫

勝 美

康 夫

住 美

敏 子

福 一

男
　
　
一
一

忠

　

信

本

　

崎

山

　

山

(徳島市教育委員会社会教育課長 )

(奪呉[:置

文化財研究所埋蔵文化財センター集落遺跡
)

(徳島県教育委員会文化課文化財保護班長 )

(徳島市教育委員会社会教育課主事,日 本考古学協会員

(阿波郷土会副会長 )

(明治大学OB)

(筑波大学OB)

(徳島市教育委員会社会教育課社会教育指導員 )

佐 藤 正 夫 ・ 篠 原 武 雄 ・ 吉 内 邦 茂

武 知 敏 子 。 身 野 ミヤ子 ・ 美 馬 邦 子

森   孝 子 ・ 矢 本 アサ子 ・ 幸 田 笑 子
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藤

本

藤

立

　

一
　

河

横

滝

松

　

佐

矢

武
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島
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水
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田
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田

局

福
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清

稲

切

天

小

菅

松

下

武

吉

務

　

長

員

(徳 島市教育委員会社会教育課主査兼文化振興係長

(徳島市教育委員会社会教育課指導係長 )

(徳島県教育委員会文化課庶務係長 )

(徳島市教育委員会社会教育課主事 )

(徳島市教育委員会社会教育課課員 )

河 野 雄 次 ・ 久 米 惣 七 ,

近 藤  賢 ・ 島 巡 賢 二 ・

多 田 寿 一 。 手 塚  巌 ・

林 市太郎

孝 一

井 哲四郎

・ 河 野   洋  ・ 久 米 富美子  。 佐 藤 郷 鑑
・ 竹 林 正 義  。 盛   香代子  ・ 幸 田   力

(順不同。敬称略 )

調査期間中は,地元の方々及び地権者の方々の献身的なご援助・ご支援 とご理解をいただきました

ことを深 く感謝いたします。また,ご芳名をいちいちあげられませんでしたが多くの方々のご助力・

ご協力に対 して厚 くお礼を申しあげます。
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第 3章 調 査 成 果 の 概 要

今回の調査は,阿波国分寺跡の史跡指定あるいは将来の史跡公園化などのための必要資料を獲得す

ることにあり,遺構の保存を前提としたものであり,遺構の検出にあたっては ,そ の存在確認を第一

として発掘調査を進めることを基本的方針とした。そのために,一部を除いて各調査区とも遺構を完

全に検出 した状態でとどめ,各遺構自体の構造的様相,技術的内容 ,時期的変化の状態等の追求は最

少限の範囲内で実施 した。また,各遺構の推定も全てグリッド, トレンチによる検出部分に基づ く復

原的な推定であり,全面発掘による全面検出は実施 していない。

検 出 遺 構

(1)建  物  跡

D4。 9。 14。 19グ リッドにかけて,南北に走る「雨落ち溝」的な機能を果たしたと思われる瓦列

(幅約 lπ ,深 さ20～ 30mの断面 U字形を呈する溝状遺構 )が検出され,位置的にみて,東側の回廊

跡に付随する遺構と思われるが,東倶1は道路下に入るため詳細 は不明である。

(2)建  物  跡

Dlグ リッドの北壁よりに建物跡の南東隅に関連すると思われる瓦の集積が認められた。幅約45m

深さ 7m前後の掘り込みがみられたが ,北側及び西側への拡張ができなかったので詳細は不明である。

(3)ピ ット状遺構

D2・ 3グ リッドに,心 々距離約 4.7π を測るピットが検出されたが, 南側ではD7グ リッドの西

壁よりに 1個 ,D16グ リッドの南東隅付近より 1個検出されたのみであり,回 廊跡の柱穴の可能性を

も有するが,充満 している土が相異 しているので速断はできない。いずれも直径約70mの円形 ピット

であり,深 さは15切前後であった。

出 土 遺 物

前述の建物跡を中′とヽに八葉複弁蓮華文軒丸瓦 ,均整唐草文 。重郭文軒平瓦をはじめ,丸瓦・平瓦片

博 とともに土師器・須恵器などが出土 している。Dlグ リッドの建物跡からは土馬も検出されている。

なお,下層より弥生式土器,古墳時代の土師器 (甕 。堵など )・ 須恵器 (蓋杯・脚台付壷など )が

検出されるとともに,土錘なども出土 している。古墳時代の遺物は溝状遺構より検出されたものであ

る。                       ,

D地区検出の歴史時代の遺構の年代については,年代比定のための土器がほとんど伴出 しないので

断定はできないが,瓦の様相より奈良時代末期以降の所産 と考えられる。

区地



第 4図  D地 区 遺 構 配 置 図
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区地

検 出 遺 構

E7グ リッドの南側 lπ ,E6グ リッド・E5グ リッド北端部にかけて,幅約 4.5π の砂礫層が認

められた。E3グ リッドの西壁よりに瓦と石の集積 と北壁よりにも若千の集積が認められた程度で明

確な遺構の検出には至っていない。

出 土 遺 物

丸瓦 。平瓦片などとともに上面より,陶磁器及び小型の硯などが検出されているだけである。

検 出 遺 構

(1)溝 状 遺 構

F20。 21・ 30～ 32・ 42・ 43グ リッドにかけて,幅 60～ 75Cπ ,深 さ20～ 30Cπの溝状遺構が検出され亀

F20グ リッドではゆるく曲がり,F21グ リッドより東側では直線状に延びていく。床面はマンガンを

含んだ土で堅 くしまっている。中には淡灰褐色土が充満 していた。上面は瓦の集積 した溝状遺構によ

り削平されている。

(2)ピ ット状遺構

F30。 31グ リッドにかけて不整形のピット,F2・ 3・ 4グ リッドにも円形・不整形の ピットが検

出されている。

出 土 遺 物

溝状遺構からは土師器・須恵器小片 ,土錘 (大小 )な どが検出され,上面より八葉複弁蓮華文・十

葉単弁蓮華文 。重圏文軒丸瓦 ,重郭文 。均整唐草文軒平瓦などとともに丸瓦 。平瓦片,博などが出土

している。

検 出 遺 構

(1)溝 状 遺 構

幅 3π ,深 さ約30m前後の溝状遺構 と思われるものが調査区の東端部で検出されたが,上面が削平

されており,詳細は不明である。

出 土 遺 物

五葉複弁蓮華文・八葉複弁蓮華文軒丸瓦,丸瓦 。平瓦片 ,博などとともに若千の土器片が検出され

ている。

区地

区地

区地

検 出 遺 構



日     E4     E5    E6

第 5図  E地 区遺構 配 置図

F42      F43

第 6図  F地 区遺 構 配 置 図
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(1)溝 状 準 構

寺域西限に関連すると思われる溝状遺構がH5。 6グ リッドにかけて検出された。幅については東側

が道路下に入るので東側の立ち上りが検出されていないので不明であるが,検出部分では 3π 前後と

なっている。深さは70m前後となっている。

出 土 遺 物

八葉複弁蓮華文軒丸瓦 ,重郭文軒平瓦 ,隅切瓦 (平瓦 )な どとともに丸瓦 。平瓦片および土師器・

須恵器片などが検出されている。

I  地   区

検 出 遺 構

(1)溝 状 遺 構

H地区より続 く溝状遺構が調査区の東端部に検出され,幅約 3π ,深さ 1.5π前後を測る。 なお,

下層より古墳時代の溝状遺構の一部が検出されている。

出 土 遺 物

八葉複弁蓮華文・八葉単弁蓮華文軒丸瓦 ,重郭文軒平瓦をはじめ,文字瓦 (守を二重にかこむ ),

丸瓦 。平瓦片 ,博などとともに,須恵器・土師器片などが出土 している。

(一 山  典 )

HI H2 H3 H4 H5 H6

｀
11キ

i Ill
キlii

::    12     :3    14    15     :6     17     18   :9

第 8図  H・ I地区遺構配置図    (縮 尺 1/300)
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第 4 /Jヽ

最後に,今回の発掘調査における問題点をあげて,小結にかえたい。

① 寺地と地害1に関する諸問題

阿波国分尼寺跡の場合は,条里制との密接な関連がうかがえる。阿波国分寺跡の場合は,方 2町 と

すれば,南限は条里の一里の中間点,北限も別の一里の中間地点にあり,東限・西限は水路による地

割がなされ,条里の南北地割と一致する可能性を有する。
(1)

___上 一 一 ＼

¨
一

―
i芸

1

1
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ｌ
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ニ́ゴ上́

― ″

第 9図  阿波国分寺跡の地割と周辺の条里
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② 伽藍配置に関する諸問題

中心伽藍の調査が不十分なため,今後の検討の余地を有しているが,「塔ノ本」の地名などからし

て,南面 した伽藍配置の場合は西側に塔を配した伽藍様式を示すものと思われる。

伽藍配置については再検討を要するが,回廊で囲まれた中心伽藍の外側に塔を独立させ, 8世紀中

葉に開始されたといわれる東大寺式の系統に属するものと思われる。
(2)
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第 10図 阿波国分寺跡伽藍配置推定図
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③ 国分尼寺との関係及び歴史的背景に関する諸問題

阿波国分尼寺跡は,方 1.5町の寺域で金堂跡・北門跡・築地跡などが検出されている。
(3)

先行の文化基盤である古墳あるいは国庁跡・総社跡などとの関連や交通路などとの関係の再検討が

必要である。

又,寺の造営や維持に関しては,国司や地方豪族層の経済的な協力も必要不可欠であったが, この

場合に国の等級と遺構規模との関係なども究明されるべきであり,こ の点で,文献とのかかわりあい

の問題などが生じてくる。

④ 検出遺構に関する諸問題

建物の基壇の構造,礎石の形式とともに建物の配置についての比較検討が必要不可欠であり,特に

主要伽藍の建物以外の建物跡の顕現や改修築などの問題が存在する。
(4)

阿波国分寺跡については,寺域外かと思われる地点に建物跡が検出されており注意される。この遺

構は築垣外の別院のようなものである可能性を有している。

'  ⑤ 出土遺物に関する諸問題

瓦 。土師器・須恵器・陶磁器・土製品などが出土しており,阿波国分尼寺跡などとの比較検討が必

要不可欠である。

出土瓦の諸様相

阿波国分寺跡の瓦類としては,軒丸瓦 。軒平瓦 。丸瓦 。平瓦 。焚斗瓦・鬼瓦をはじめ,隅切瓦・文

字瓦などが存在している。

軒丸瓦としては,重圏文軒丸瓦―数種類,複弁蓮華文軒丸瓦―八葉複弁蓮華文 (パルメット文縁 ),

八葉複弁蓮華文 (鋸 歯文縁 ),変形複弁蓮華文 。四葉複弁蓮華文 (調査では未検出 )な ど,単弁蓮華

文軒丸瓦一十四葉単弁蓮華文 。十葉単弁蓮華文 (弁間珠粒 )。 八葉単弁蓮華文 (弁間珠粒 )。 八葉単

弁蓮華文 。十二葉単弁蓮華文・五葉単弁蓮華文・四葉単弁蓮華文などが存在している。

重圏文軒丸瓦は平城宮跡の 6012A系統と思われるものが認められ,変形複弁蓮華文軒丸瓦は名西郡

石井町の始覚寺跡出土のものと同範と思われる。なお,その他の複弁蓮華文 。単弁蓮華文軒丸瓦の大

部分は石井町の阿波国分尼寺跡 。石井廃寺・下浦廃寺などの出土瓦と同範あるいは同系統に属してい

るようである。
(5)

軒平瓦としては,重郭文軒平瓦一数種類,変形重郭文軒平瓦,均整唐草文軒平瓦―数種類,宝相華

唐草文軒平瓦,偏行唐草文軒平瓦―数種類などが存在 している。

重郭文軒平瓦は,平城宮跡の6574A系統・6575B系 統と思われるものがあり,阿波国分尼寺跡・始

覚寺跡などの出土のものと同系統あるいは同範と思われる。               ・

変形重郭文軒平瓦は,平安京出土瓦 (『 平安京古瓦図録 』中の 558)と 同範と思われる。
(6)

均整唐草文軒平瓦の出土点数は少なかったが,上外区に珠文,下外区に鋸歯文を配したものは,入

田町内ノ御田の入田瓦窯跡 (県指定史跡 )の昭和43年の調査で出土した軒平瓦と同系統に属しており,

阿波国分尼寺跡 。常楽寺跡 。石井廃寺など出土のものと同系統と思われる。

偏行唐草文軒平瓦は瓦窯跡より出土 したもので,平安時代中期以降の所産と考えられ,補修瓦とし
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使用されたものと思われるが,他 の調査区では未検出であり,今後の検討余地を有 している。

丸瓦には行基葺式と玉縁付のものが存在 し,文字瓦が 3点出土 している。いずれ も丸瓦の凸面に,

守を二重に囲んだ陽銘を押捺 したものであり, 1点は 2個所に押捺されている。

平瓦は大部分が凸面に縄叩目文を有するものであり,その他のものはほとんど認められなかった。

鬼瓦としては,鬼面文鬼瓦と重弧文鬼瓦などが存在 している。重弧文鬼瓦は 2種類検出されており

阿波国分尼寺跡 。石井廃寺 。始覚寺跡などより出土 したものと同系統に属するものと思われる。

出土瓦の製作年代については,奈良時代後期 ～平安時代末頃までが比定されるが,十二葉単弁蓮華

文軒丸瓦や宝相華唐草文軒平瓦のごとく,出 土点数が 1点のみのものも存在 しており,今後の検討が

必要不可欠である。

瓦の供給地としての瓦窯跡については,阿波国分寺の場合は西方の入田瓦窯跡,南方の瓦谷瓦窯跡

などとの関連が考えられる。阿波国分寺跡においても,前述のごとく平窯形式の瓦窯跡が検出されて

いる。

なお,軒丸瓦と軒平瓦のセット関係については不明確であるが ,

① 重圏文軒丸瓦,複弁蓮華文軒丸瓦第1類 。第2類 と重郭文軒平瓦第 1類

② 複弁蓮華文軒丸瓦第3類と均整唐草文軒平瓦第 1類

③ 複弁蓮華文軒丸瓦第 5類と重郭文軒平瓦第 2類

④ 複弁蓮華文軒丸瓦第 6類 と偏行唐草文軒平瓦第 1類 。第 2類

⑤ 単弁蓮華文軒丸瓦第8類 と宝相華唐草文軒平瓦

などのセソト関係が推定される。

今回の発掘調査及び採集品として検出されていないが,阿波国分尼寺跡出土の軒丸瓦・軒平瓦と同

種のものが発見される可能性があり,今後の検討の余地を残している。

出土点数はあまり多くないが,前述のごとく,調査区のほぼ全域から須恵器・土師器などが検出さ

れており,そ の他に若干の陶磁器片及び土製馬などが発見されている。

須恵器は大部分がロクロ整形あるいは糸切り技法などによって整形されたもので,杯 。蓋などの器

種が存在する。

土師器は小破片が多く,全形を知るものは少ないが,器形としては,杯 。皿 などが認められる。

陶磁器としては,青磁 。白磁片などの磁器類と常滑系を中心とした陶器類が存在する。

土製馬は土師質のもので,尻繋を突帯状の粘土紐で表現 し,鋸歯文を配 した鞍を有 している。頭部

及び脚部を欠損 しているため,詳細は不明である。

⑥ 倉」瞳年代及び廃絶年代に関する諸問題

出土瓦・土器・陶磁器などの出土遺物より,阿波国分寺は奈良時代後期～室町時代頃まで営造され

たものと思われる。

その他にも未解決の問題もあり,今後の研究課題としたい。
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第 11図

重園文軒丸瓦       2
複弁蓮華文軒丸瓦第 3類  5

出土軒丸瓦拓影図 (1)

複弁蓮華文軒丸瓦第 1類
複弁蓮華文軒丸瓦第 4類
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複弁蓮華文軒丸瓦第 2類
複弁蓮華文軒丸瓦第 5類
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第 12図

量葬讐葬委罫究畳菊:類  11

出土軒丸瓦拓影図 (2)

量葬遷華委罫究畳畢:類   1ら
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量案薯華委葬究畳葬ζ類
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第 13図  出土軒丸瓦拓影図 (3) (縮尺 1/3)

単弁蓮華文軒丸瓦第 7類
単弁蓮華文軒丸瓦第 9類

14 単弁蓮華文軒丸瓦第 8類
16 単弁蓮華文軒丸瓦第 10類
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第 14図

重郭文軒平瓦第 1類    2
重郭文軒平瓦第 3類     5
均整唐草文軒平瓦第 3類  8
宝相華唐草文軒平瓦    11

出土軒平瓦拓影図

重郭文軒平瓦第 2類
均整唐草文軒平瓦第 1類
均整唐草文軒平瓦第 4類
偏行唐草文軒平瓦第 1類

-24-

(縮尺 1/3)

重郭文軒平瓦
均整唐草文軒平瓦第 2類
均整唐草文軒平瓦第 5類
偏行唐草文軒平瓦第 2類
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D地区 溝状遺構須恵器出土状態

D地区 土器出土状態
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H地区 瓦出土状態

H地区 軒丸瓦出土状態



図

版

１４

I地区 調査地点遠景 南東より
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重圏文軒丸瓦

複弁蓮華文軒丸瓦第 5類

単弁蓮華文軒丸瓦第 4類

単弁蓮華文軒丸瓦第 8類

出 土 軒 丸 瓦

複弁蓮華文軒丸瓦第 1類

単弁蓮華文軒丸瓦第 2類

単弁蓮華文軒丸瓦第 5類

単弁蓮華文軒丸瓦第 9類
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3 複弁蓮華文軒丸瓦第 3類
6 単弁蓮華文軒丸瓦第 2類
9 単弁蓮華文軒丸瓦第 6類
12 単弁蓮華文軒丸瓦第 10類
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1 重郭文軒平瓦第 1類
4 重郭文軒平瓦第 1類
7 均整唐草文軒平瓦第 5類
10 偏行唐草文軒平瓦第 2類

出土軒 平瓦

2 重郭文軒平瓦第 1類
5 重郭文軒平瓦第 3類
8 宝相草唐草文軒平瓦
H 偏行唐草文軒平瓦第 2
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文字瓦

鬼面文鬼瓦

隅切瓦

出 土 瓦 類

3 重弧文鬼瓦
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